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「神奈川臨調」こそ時間と経費のムダ！
ギリギリでがんばっている職員を机上の空論で振り回すな！
できもしないムダな計画に、県民サービスを犠牲にして付き合うほど職員はヒマじゃない！
「神奈川臨調」第2回会合での、「県有施設の全廃」、「補助金の廃止」議論を受け、緊急財政対策本部プロジェクトチームの会議が開かれ、既に関係所属に行政改革課から指示が出されているようです。

しかし、慌てて関係所属に指示を出す前に、貴重な時間やコストを費やしてまで、検討に値する内容なのかをまず考えるべきです。

3年間での全県有施設の売却は不可能！

まず、県有施設の処分ですが、土地の売却は、部外者が想像するほど簡単ではありません。
　建物の除却、境界確定（広い敷地であれば数十人の隣接地権者から承諾印をもらう必要がある）、測量・登記、土壌汚染調査、土地の鑑定評価等々の作業があります。一つの物件だけでも膨大な労力と費用がかかるのです。タダではできませんし、これから着手しても、3年以内に売り物件にするのは不可能です。
　そして何より、「売り物件」になったとしても、「売れる」保障はどこにもありません。
　200件を超える県有施設を3年で処分するなど、非現実的な妄想です。
借上げ費用は膨大な出費を伴う！
もうひとつは、必要な庁舎の借上げ・管理委託費用です。よく、「直営」＝「高い」・「民間」＝「安い」という「信仰」に近い主張を聞きますが、感情的にではなく、科学的に検証すべきです。

まず、民間のビル等を借上げ、管理をお願いする場合は、賃借料と管理委託費用がかかります。一方、現在は自前ですから当然賃借料は無く、維持管理については、どの所属も維持管理予算は必要最低限、専任の職員はほとんどおらず、相当な低コストです。

また、土地については、県が所有している限り固定資産税は免税ですが、民間の所有では当然課税され、その分が賃料に上乗せされます。

つまり、売却によって一時的な収入があったとしても、今まで無かった賃借料や管理委託費という支出が新たに発生し、未来永劫支払が続いていくということです。

ムダな仕事で職員に過重労働を強いるな！

神奈川臨調は、7月には中間報告を出し、ものによっては来年度予算に反映させるとしています。
是非は別にして、実現可能性が高く、かつ出費を削減できる方策ならともかく、前述のように非現実的かつ現在よりも多くの出費が予想できるものに、時間とコスト（職員の賃金、光熱水費）をかける合理的な根拠は皆無です。

所属長以下職員は、ギリギリの人員の中で、目の前の県民サービスに追われています。

これ以上、ムダな仕事で職員に過重労働を強いることは、到底容認できません。

あまりにも身勝手な、相反する判断

　６月20日に開催された緊急財政対策本部会議では、「県有施設の太陽光発電設備に係る屋根貸し」は、「20年以上は存続可能な施設を選定しているから実施を確認」とする一方、「かながわ県民センター設備改修工事」は、「このまま入札すると、その後の施設のあり方の判断を制約する可能性があることから、入札を中止」と、同じ県有施設でありながら相反する判断をしています。

　知事のお声がかりの施設は「存続」で、県民が良く利用する施設は「廃止」ですか！

自治労県ブロック主催　

夏休み親子社会科見学！

全日空機体工場ほか
○日　時：８月２３日（木）８時１５分集合

○集　合：横浜駅西口天理ビル前

○コース：東京臨海広域防災公園、カジュアルレストランパーク（昼食）、全日空機体工場

○対　象：組合員とお子さん（小学生以上）

○参加費：親子二人で２，０００円

○申込み：7月12日（木）までに組合事務所へ

　　　　　応募多数の場合は抽選となります。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































